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（Students of Graduate School of Letters cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
世界30数か国の大学から大学院生と若手研究者の参加を得て11年間開催してきた実績のある「次世
代グローバルワークショップ」を単位化したもの。 
今年度は京都大学で11月頃に開催予定。フルペーパーの提出を求め、年度末Proceedingsに掲載する。
詳細は4月から5月にcalls for paperがKUASUや文学部のHPに掲載される。（http://www.kuasu.cpier.
kyoto-u.ac.jp/）単位を希望する者は応募時にその旨を明記すること。

 [Course objectives]
テーマに従い英語論文を執筆し、英語で研究報告を行う。質問の受け答えや、研究者間の交流が主
体的に行える。

 [Course schedule and contents)]
参加者は統一テーマについて英語論文を執筆し、英語で研究報告を行う。事前に論文執筆、英語発
表の訓練を行い、ワークショップ後に論文をリライトしてプロシーディングスを作成する。ワーク
ショップでは世界各地からの参加者と同じセッションで報告し、やはり世界各地から参加する大学
教員からコメントを受ける。国際会議での学術発表の実践的経験を積む貴重な機会である。

 [Course requirements]
参加希望者はあらかじめ発表要旨を提出し、選考を通った者のみが参加を認められる。

 [Evaluation methods and policy]
ワークショップでの発表とリライトした論文により評価する。詳細は別途説明する。

 [Textbooks]
Not used

 [Study outside of class (preparation and review)]
calls for papers募集要項に従って準備を進める。

 [Other information (office hours, etc.)]
ワークショップ参加希望者は 
asato.wako.4c(@)kyoto-u.ac.jp
(@)は@に 
などを通じて担当教員に連絡すること。  
オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


